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　写真は、５月１６日に行われた「経塚山と七ツ石山新緑ハイキング」で、七ツ石山から別府湾の眺望を楽しむ参加者。
　詳細は、１４ページ。

特集
図書館へおいでよ！
萬里図書館創立１００周年
役場庁舎に太陽光発電システムを導入



図
書
館
へ
お
い
で
よ
！

　

萬
里
図
書
館
は
、帆
足
萬
里
を
は
じ
め
と
す
る
賢
人
に
関
す

る
資
料
散
逸
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に「
帆
足
紀
念
文
庫
」と
し
て

創
立
さ
れ
、今
年
で
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、今
月
号
で
は
萬
里
図
書
館
の
い
ろ
い
ろ
な

利
用
方
法
や
図
書
館
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、２
０
１
０
年
は
国
が
定
め
た「
国
民
読
書
年
」で
す
。こ

れ
を
機
会
に
多
く
の
本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

よ
い
本
と
の
出
会
い
は
、新
し
い
自
分
を
発
見
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

読
み
た
い
本
を
探
す

　

萬
里
図
書
館
に
は
、
お
よ
そ
５
万
冊

の
蔵
書
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
中
か
ら
、
素
早
く
読
み
た
い
本

を
探
す
た
め
に
、「
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
」

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

式
で
、
誰
で
も
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と

が
で
き
、
新
着
本
の
情
報
や
本
の
題
名
、

著
者
名
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
簡
単
に

本
の
配
置
場
所
や
貸
出
し
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

貸
出
し
中
の
場
合
に
は
、
予
約
も
で

き
ま
す
の
で
、
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

探
し
て
い
る
本
が
図
書
館
に

な
か
っ
た
と
き

　　

そ
の
場
合
で
も
心
配
い
り
ま
せ
ん
。

大
分
県
立
図
書
館
な
ど
か
ら
本
を
取
り

寄
せ
て
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
入
れ
て
欲
し
い
本

が
あ
る
場
合
は
、
職
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

タッチパネル式で簡単に本を探せる

（1778～ 1852）
　

帆
足
萬
里
は
、
三
浦
梅
園
（
安

岐
）、
廣
瀬
淡
窓
（
日
田
）
と
と

も
に
「
豊
後
の
三
賢
」
に
称
さ

れ
た
江
戸
時
代
後
期
の
儒
学
者

で
す
。

　

27
歳
の
若
さ
に
し
て
そ
の

才
能
が
認
め
ら
れ
、
藩
の
教
育

を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
55

歳
の
と
き
、
日
出
藩
の
家
老
職

に
つ
き
、
３
年
間
に
わ
た
り
藩

の
財
政
改
革
に
尽
力
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
65
歳
で
南
端
目
刈

に
私
塾
「
西せ

い
え
ん

精せ
い

舎し
ゃ

」
を
開
き
、

学
問
の
研
究
と
子
弟
の
教
育
に

打
ち
込
み
ま
し
た
。

　

著
書
『
窮き

ゅ
う
り
つ
う

理
通
』
は
日
本
に

お
け
る
自
然
科
学
史
に
画
期
的

な
文
献
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。



　

職
員
で
検
討
し
、
選
書
さ
れ
れ
ば
購

入
し
ま
す
。

資
料
探
し
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す

　　

図
書
館
の
資
料
を
利
用
さ
れ
る
方
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
い
い
、
次

の
よ
う
な
と
き
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

こ
う
い
う
事
柄
に
つ
い
て
知
り
た
い

の
で
す
が
、
ど
ん
な
資
料
に
載
っ
て

い
ま
す
か
？

● 

こ
う
い
う
テ
ー
マ
の
資
料
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

● 

蔵
書
検
索
で
資
料
を
探
し
た
の
で
す

が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

日
出
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
蔵
書
情
報
を
検
索
で
き

ま
す

　　

日
出
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
蔵

書
検
索
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
本
の
貸
出
し
状
況
や
予

約
状
況
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
萬
里
図

書
館
の
新
刊
案
内
や
貸
出
し
ラ
ン
キ
ン

グ
、
予
約
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　新着書コーナーは、図書館に入ってすぐ右側
の棚にあります。本の発売からおよそ２週間で、
棚に並びます。図書館には、毎月５０冊以上の
新刊が入ってきます。

新刊コーナー



用
者
カ
ー
ド
」
を
作
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。

　

そ
の
際
、
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の

身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

● 

貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
５
冊
ま

で
、
雑
誌
は
３
冊
ま
で

●
貸
出
期
間　

２
週
間

＊ 

開
館
時
間
外
の
返
却
は
、
玄
関
に
設

置
し
て
い
る
「
返
却
ボ
ッ
ク
ス
」
の

中
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

開
館
時
間
は
９
時
30
分
〜
17
時
30

分雑
誌
や
新
聞
も
あ
り
ま
す

　

図
書
館
に
は
、
新
聞
や
雑
誌
も
置
い

て
い
ま
す
。
大
分
合
同
新
聞
は
３
年

間
、
他
紙
は
３
カ
月
分
の
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
が
あ
り
ま
す
。

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て
も

　

毎
月
３
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
、
英
語
で
の
歌
遊
び
な
ど
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、
「
読
み
聞
か
せ
グ
ル

ー
プ
ふ
む
ふ
む
」
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
。
現
在
６
人
で
活
動
し
て
お
り
、
代

表
の
波
津
久
み
ど
り
さ
ん
は
「
小
さ
い

お
子
さ
ん
で
も
一
生
懸
命
聞
い
て
く

れ
る
。
本
に
親
し
む
き
っ
か
け
に
な
っ

て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ

【
ブ
ー
フ
ー
ウ
ー
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
】

●
と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
対
象　

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

【
ふ
む
ふ
む
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
】

●
と
き　

毎
月
第
４
金
曜
日

　
　
　
　

11
時
〜
11
時
30
分

●
対
象　

０
歳
〜
５
歳
く
ら
い
ま
で

本
を
借
り
る
に
は

　

本
を
借
り
る
た
め
に
は
、
ま
ず
「
利

　図書館司書です。本に関すること、
なんでも気軽に相談してください

たくさんの本があなたを待っています。
新しい発見があるかも・・・



 ③

　城下公園に「海中に眞清水わきて
魚育つ」と彫られた句碑がある。
　この句は、大正９年７月５日夜、
城下の南

なん

郡
ぐに

屋
や

・宇佐美健吉氏の別荘
での句会で、高浜虚子先生が８句詠
んだ内の１句である。
　昭和２６年秋、「萬里先生百年祭記
念事業」の一環で、城下公園に虚子
先生の句碑を建てることとなった。
　虚子先生に「８句の中から１句選
んでほしい」と依頼した。返事は「別
府の灯積み重なりて涼しさよ」か「海
中に眞清水わきて魚育つ」がよか
ろう・・・と。再度、「どちらかを
選んで書をかいてください」とお
願いして、障子１枚ほどの広い奉書
紙を同封した。
　１１月末、「海中に眞清水わきて魚
育つ 虚子」と書いて送ってきた。

　石探しが始まり、堀の石工・長野
陽
きよし

氏が上仁王のみかん山でよい石を
見つけた。別府にお住まいの方の所
有で、快く寄贈してくださった。
　昭和２７年１月に着工して、３月
３０日に除幕式が城下で行われた。
　この句碑は、虚子先生の九州第１
号でもあった。
　昭和２８年４月、世話人・深見惟

これ

基
もと

氏、二階堂楢
なら

吉
きち

氏、林茂氏らが「眞
清水句会」を結成し、虚子先生を迎
えて「第１回眞清水句会」を開催した。
　以来、毎年４月に「眞清水句会」が、
今も続いている。

「日出町の歴史・文化」を語る会
魚住　修三　筆

～虚子の句碑～
新刊案内

「ならいごとノート」
  伊藤まさこ：著
  ソニーマガジンズ

「聖嶽事件」報道被害と
考古学論争
  聖嶽名誉毀損訴訟弁護団：編 
  雄山閣

図書館だより

プロの方に教わったいろいろ
なならいごと体験記。レシピ
も掲載している。

週刊誌の中傷記事により、自
殺に至った別府大学名誉教
授。裁判で完全勝訴するまで
の全記録。

「男の腕まくり通の丼」
  丸田禅：編集
  日本放送出版協会

「オランダ宿の娘」
  葉室麟：著 早川書房

さまざまな丼物のレシピを紹
介。丼物の基本も掲載。

江戸時代、るんと美鶴の姉妹
は、武士と丈吉との運命的な
出会いをする。やがて彼らは
秘薬「テリアカ」をめぐる陰
謀に巻き込まれていく。

６月の休館日
 7 日・13日・14日・21日・24日・27日・28日

読み聞かせ
萬里図書館２階おはなしのへやで開催しています。

　●ブーフーウーによる読み聞かせ
　　とき　6月 12日（土）・26日（土）

　　　　　10時 30分～ 11時 30分

　　対象　幼児から小学校低学年

　●ＦＵＭＵＦＵＭＵ（ふむふむ）による読み聞かせ
　　とき　6月 25日（金）　11時～ 11時 30分

　　対象　0歳から 5歳くらいまで

問合先
萬里図書館　72－ 2851

暘谷城趾にある句碑



「
帆
足
紀
念
文
庫
」と
し
て
創
立

先
人
達
の
尽
力
に
感
謝

　

日
出
町
立
萬
里
図
書
館
は
、
明
治
43

年
６
月
14
日
に
子
爵
木
下
俊と

し

哲あ
き

文
庫

長
・
帆
足
恒
雄
医
師
・
麻
生
貞
樹
副
文

庫
長
を
発
起
人
と
し
て
、
暘
谷
尋
常
小

学
校
の
一
部
に
私
立
「
帆
足
紀
念
文
庫
」

と
し
て
創
立
さ
れ
、
今
年
で
百
周
年
を

迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、「
帆
足
記
念
文
庫
」と
し

て
創
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
当
時
、
麻
生
貞
樹
氏
が
命
名
し
た

の
は「
帆
足
紀
念
文
庫
」で
し
た
。

　

大
正
12
年
に
旧
藩
校
「
致
道
館
」
に

移
転
し
た
際
「
帆
足
紀
念
圖
書
館
」
に

名
称
を
変
更
し
、
大
正
15
年
に
『
帆
足

萬
里
全
集
』
を
出
版
す
る
頃
か
ら
「
帆

足
記
念
圖
書
館
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
３
年
に
「
財
團
法
人 

帆
足
記
念

圖
書
館
」
に
な
り
、
戦
後
の
昭
和
25
年

か
ら
「
日
出
町
立
萬
里
図
書
館
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
百
年
間
、
多
く
の
先
人

達
が
、
帆
足
萬
里
先
生
の
顕
彰
や
図
書

館
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
き
ま
し

た
。

　

麻
生
貞
樹
氏
は
大
志
を
も
っ
て
「
帆

尋常小学校の一部に創立された帆足紀念文庫

麻生　貞樹　氏

萬里図書館創立百周年記念事業

　萬里図書館創立百周年を記念して、記念講演会を開催します。多くの皆さまの参加を
お待ちしています。
　託児もあります。事前に萬里図書館にお申し込みください。

●演　題　　「いい絵本や詩集から深い知恵を学ぶ」
●講　師　　田中　和雄　氏（株式会社童話屋　代表）
　　　　　　ＮＨＫラジオ深夜便こころの時代
　　　　　　「小さい頃から本屋になりたかった」に出演
●日　時　　６月２０日（日）１０時１０分～１１時４０分
●会　場　　日出町中央公民館ホール

講演会の開催

　読み聞かせグループ「ブーフーウー」による「むかし話の紙芝居」を行います。

●日　時　　６月１５日（火）～１８日（金）１５時～
●会　場　　萬里図書館２階　おはなしのへや

むかし話の紙芝居を行います

問合先　萬里図書館　☎７２－２８５１



足
紀
念
文
庫
」
を
創
立
・
維
持
し
、
全

集
出
版
へ
の
作
業
も
先
導
し
ま
し
た
。

　

第
四
代
文
庫
長
の
利
光
孫
太
郎
氏
は

町
長
・
県
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
た

の
ち
、
帆
足
記
念
圖
書
館
代
表
理
事
と

し
て
全
集
編
集
作
業
を
引
継
ぎ
、
大
正

15
年
６
月
１
日
に
『
帆
足
萬
里
全
集
』

(

上
下
二
巻
・
帆
足
記
念
圖
書
館
発
行)

を
出
版
し
ま
し
た
。

　

松
本
鍍と

三さ
ぶ

郎ろ
う

氏
は
、
初
期
は
町
長
と

し
て
協
力
し
、
の
ち
に
評
議
員
・
理
事

を
務
め
、
昭
和
９
年
に
代
表
理
事
と
な

り
、
昭
和
22
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、「
財

團
法
人 

帆
足
記
念
圖
書
館
」
の
維
持

発
展
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

出
田
新
氏
は
帰
省
後
に
理
事
と
な

り
、
帆
足
萬
里
研
究
者
と
し
て
多
く
の

啓
蒙
的
な
論
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

成
清
信の

ぶ

愛え

氏
は
実
業
家
・
代
議
士
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
日
出
町
長
と
し
て
、

ま
た
評
議
員
と
し
て
図
書
館
の
た
め
に

物
心
両
面
の
援
助
を
行
い
ま
し
た
。

　

辻
治
六
氏
は
教
育
者
・
町
長
と
し
て
、

ま
た
理
事
と
し
て
協
力
し
、
戦
後
は
郷

土
史
家
と
し
て
昭
和
26
年
の
「
帆
足
萬

里
先
生
百
年
祭
」
を
中
心
的
に
リ
ー
ド

し
、「
致
道
館
」
の
移
転
再
建
、
図
書

館
の
町
立
化
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　

帆
足
萬
里
の
末
孫
に
あ
た
る
帆
足
図と

南な

次じ

氏
は
、
帆
足
萬
里
の
学
術
的
研
究

に
努
め
、
多
数
の
論
文
や
著
書
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

大
竹
義
則
氏
は
戦
後
の
日
出
町
立
萬

里
図
書
館
の
協
議
会
委
員
長
と
し
て
図

書
館
を
支
え
、
多
く
の
著
書
を
編
集
執

筆
し
ま
し
た
。
荒
金
錬
次
氏
は
司
書
か

ら
館
長
と
な
り
、
永
年
図
書
館
の
運
営

に
尽
力
し
ま
し
た
。「
日
出
町
読
書
会

連
絡
会
」
を
育
成
し
、
多
く
の
「
図
書
館

叢
書
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
先
人
の
尽
力

で
今
日
の
萬
里
図
書
館
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
百
周
年
を
機
会
に
改
め
て
そ
の

尽
力
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
萬
里
図
書
館
参
与　

小
串
信
正
）　

辻　治六　氏

●明治40年 2月～
　 大阪朝日新聞の『學界の偉人』の連載で全
国的に帆足萬里先生が知られ、地元でも
「暘谷會」を中心に「帆足記念暘谷文庫」
を設立しようとする運動が始められた。

●明治43年 6月 14日 
　 子爵木下俊哲文庫長・帆足恒雄・麻生貞樹
副文庫長を発起人総代として、暘谷尋常小
学校の一部 (日出城趾 )に私立「帆足紀念文
庫」として創立された。

●大正12年
　 旧日出藩校「致道館」を購入し「帆足紀念
文庫」を移転。「帆足紀念図書館」と改称
された。

●大正15 年 6月 1日
　 『帆足萬里全集』( 上下二巻 ) を「帆足記念
図書館」で発行した。

●昭和3 年 1月 20日
　 「財団法人 帆足記念図書館」となる。昭
和 6年 2月 11 日に文部省から優良図書館
として表彰された。

●昭和25年
　 新中学校建設のために図書館 ( 致道館 ) が
解体移転され、財団法人から公立「日出町
立萬里図書館」となる。

●昭和26年 10月
　 帆足萬里先生「百年祭」が開催され、その
記念事業として、旧税務署を購入し改装し
て、昭和 31 年 7月に現在の場所に図書館
を移転しました。

●昭和40年 4月 23日
　 「日出町読書団体連絡会」が発足し、県立
図書館の移動車「やまばと号」を通しての
地域読書運動開始。昭和 43 年 11 月 3 日
に全国優良読書グループとして表彰された。

●昭和59年 5月 7日
　全面改築し、現在の図書館となる。
●平成7年 3月 3日
　 県立図書館とオンラインネットワーク化
を開始する。

●平成12年 3月
　 図書館 2階の一部を増築、「資料展示場」
　「おはなしのへや」が造られた。
●平成22年 6月 14日 
　創立100周年。6月 20日に記念式典開催。

萬里図書館の歴史
創立百周年・1910～ 2010



ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
！

役
場
庁
舎
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
守
る
私
た
ち
の
未
来

　

日
出
町
で
は
、「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
役
場
庁
舎
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
は
２
，１
９
８
万
円
。
こ
れ
は
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
も

の
で
、県
内
の
市
町
村
と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
公
用
車
を
２
台
導
入
す
る
な
ど
、Ｃ
Ｏ
２
削
減

や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
間
７
・
３
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減

　

太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
電
力
に
変
換
す
る
も
の
で
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
を
発
生
さ
せ
る
、
石
油

や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
を
使
用
し
な

い
環
境
に
や
さ
し
い
発
電
方
法
で
す
。
町

が
導
入
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、
役
場
旧
庁
舎

の
屋
上
に
96
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
（
太

陽
電
池
ア
レ
イ
）
を
設
置
し
た
も
の
で
、

年
間
発
電
量
は
約
２
１
，
０
０
０
ｋ
ｗ
ｈ

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
役
場
庁
舎
の
年

間
消
費
電
力
の
約
４
．
８
％
に
あ
た
り
、

年
間
で
約
７
．
３
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
発
電
し
た
電
力
は
、

庁
舎
内
の
照
明
機
器
な
ど
の
電
力
の
一

部
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
、
第
４
次
総
合
計
画
の

な
か
で
、「
自
然
」
と
調
和
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
掲
げ
て
お
り
、
今
年
度
か
ら
着

工
す
る
豊
岡
小
学
校
の
新
し
い
校
舎
に

も
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
計

画
す
る
な
ど
、
地
球
環
境
を
守
り
、
一

人
ひ
と
り
が
環
境
に
対
す
る
意
識
を
高

め
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
稼
動
式

　

４
月
27
日
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
稼
動
式
を
行
い
ま
し
た
。
町
長
が
「
多

く
の
町
民
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
意
義
を

知
っ
て
も
ら
い
、
環
境
に
対
す
る
意
識

の
呼
び
水
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
稼
動
開
始
ボ
タ
ン
を
押
し
、
本

格
稼
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
稼
動
状
況
の
モ
ニ
タ
ー
が

設
置
し
て
あ
り
、
発
電
量
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

稼動式の様子



できることから始めよう！

「快適な環境を守り次の世代に引き継ぐために」
　快適な環境を守り次の世代に引き継ぐことは、個人・企業を問わず私たち地球で
生活するもの全ての義務です。
　地球温暖化防止のために、日常生活の中で簡単に取り組めることがたくさんあり
ます。

日常生活でできること

● ブラインドやカーテンを利用して太陽
光の入射を調整し、冷房の温度を１℃高
く、暖房の温度を１℃低く設定しましょ
う。
● 通勤や買い物の際に、可能な範囲で公共
機関や自転車を利用しましょう。
● 駐車中はもちろん、ちょっとした信号待
ちなどに、アイドリングをストップしま
しょう。
● 使わない家電のコンセントを抜きまし
ょう。また、照明器具の買い替え時には
省電力・長寿命の器具を取り付けましょ
う。

● 見ていないテレビや使っていないパソ
コンの電源は切りましょう。
● お風呂はできるだけ家族で続けて入浴
しましょう。
● お風呂の残り湯を洗濯に使うなど節水
に心がけましょう。
● 炊飯ジャーの長時間保温は多くの電気
を消費します。ごはんは電子レンジで温
めなおす方が電力の消費は少なくすみ
ます。
● 家族団らんで暖房や照明を使う部屋の
数を減らしましょう。

ごみの減量化も温暖化防止には大切なことです

●ごみにしない
　○ 献立を考えて買い物をし、賞味期限切れ
を防ぎましょう。

　○ 野菜の切れ端を有効に活用しましょう。
　○ 料理を作り過ぎず、食べ残しをしないよ
うにしましょう。

●ごみの量を減らす
　○ 生ごみの８割は水です。水切りをしっか
り行いごみを減らしましょう。

　○ 野菜や果物の皮、キャベツや白菜の外葉
は三角コーナーに入れないで、新聞紙や
折込チラシを利用し、水で濡らさないよ
うにしましょう。

　○ 三角コーナーにたまった生ごみはひと
絞りして水を切りましょう。

●リサイクルを心がける

　○ 生ごみは堆肥として利用できます。生
ごみ処理機やコンポストで簡単に堆肥
を作ることができます。

　生ごみ処理容器の購入には
補助があります　

　補助金の金額は、購入金額の２分の１で、
限度額は次のとおりです。

●電動式のもの･･･････１基につき２万円
●電動式以外のもの･･･１基につき３千円

＊ 申請には、印鑑、通帳、領収書（購入者
の氏名、購入品名が分かるもの）が必要
です

問合先　生活環境課　☎７３－３１２８



　
「
お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」に

参
加
し
て
い
る
次
の
市
町
の
ど
こ
で
も
、

「
住
民
票
の
写
し
」・「
戸
籍
謄
・
抄
本
」・

「
印
鑑
登
録
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
ず
れ
か
の
市
町
に
住
民
登
録
が
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

■
参
加
市
町

　

 　

大
分
市
／
別
府
市
／
中
津
市
／
杵

築
市
／
由
布
市
／
九
重
町
／
日
出
町

／
宇
佐
市
／
国
東
市
／
竹
田
市
は
７

月
１
日
か
ら

■
持
参
す
る
も
の

　

 　

印
鑑
と
本
人
確
認
の
た
め
の
書
類

（
運
転
免
許
証
／
パ
ス
ポ
ー
ト
／
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
の
官
公
庁

発
行
の
顔
写
真
入
り
の
身
分
証
）

＊ 

印
鑑
登
録
証
明
書
を
請
求
す
る
場
合

に
は
、
印
鑑
登
録
証
も
必
要
で
す
。

　

役
場
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
の

相
互
理
解
を
深
め
、皆
さ
ん
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
、今
後
の
町
づ
く
り
に

役
立
て
る
た
め「
移
動
町
長
室
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

町
長
自
身
が
出
向
い
て
、各
団
体
、グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
と
ひ
ざ
を
つ
き
合
わ

せ
て
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
内
容

　

 　

皆
さ
ん
が
普
段
考
え
て
い
る
こ

と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
町

長
と
お
話
し
く
だ
さ
い
。

○
５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対
象
。

○ 

対
話
時
間
は
１
時
間
か
ら
１
時
間

30
分
程
度
。

○ 

主
催
者
の
希
望
会
場
に
お
伺
い
し
ま

す
。

■
申
込
方
法

　

 　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
希
望
の
日
時
、

場
所
等
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う
え
、
開
催

日
時
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
‐
７
２
９
４

■
問
合
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

☎
73
‐
３
１
５
０

移
動
町
長
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

町
長
と
気
軽
に
意
見
交
換
し
ま
せ
ん
か

お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス

他
の
市
町
で
も
、「
住
民
票
の
写
し
」・「
戸
籍
謄
・

抄
本
」・「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
が
と
れ
ま
す

交付できる証明書 利用できる人

住 民 票 の 写 し 本人／本人と同一世帯の人

印鑑登録証明書 本人

戸 籍 謄・ 抄 本 本人／本人と同一戸籍の人、除籍
者で当該戸籍に記載されている人戸 籍 の 附 票

身 分 証 明 書 本人

移動町長室の様子

■問合先
　住民課戸籍係　☎７３－３１２２

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



６月１日～６月７日は水道週間

『水道に  寄せる信頼  飲む安心』

　「安全安心な水」その信頼にお応えするため、日出町では定期的な水質検査や老朽管の更新

事業を行っています。

　水は私たちの生活に欠かすことのできない大切な資源です。無駄なく使いましょう。

■問合先　上下水道課　☎73－ 3134

　

介
護
保
険
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
人

の
家
庭
を
訪
問
し
、要
介
護（
要
支
援
）

認
定
審
査
事
項
を
調
査
す
る「
介
護
保

険
認
定
調
査
員
」を
募
集
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

　

６
月
18
日
（
金
）
ま
で

資
格
を
活
か
し
て
役
場
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
認
定
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

■
応
募
方
法

　

 　

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
総
務
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
履
歴
書
は
総
務
課
に
も
あ
り
ま
す
。

■
選
考
方
法　

　

面
接

募 集 内 容
職 名 介護保険認定調査員（非常勤職員）

雇 用 期 間
平成22年7月1日～平成23年3月31日
（雇用期間については、更新できる
場合もあります）

勤 務 形 態 月17日勤務

勤 務 時 間 9時～17時

募 集 人 員 １人

賃 金 日給　8,900円

手 当 等 一時金有

社 会 保 険 雇用保険、健康保険、厚生年金

提 出 書 類 履歴書（ＪＩＳ規格、Ａ３サイズ）
介護支援専門員登録証明書の写し

要 件 介護支援専門員の資格／普通自動車
免許／パソコンの操作ができること

年 齢 不問

■問合先　総務課総務人事係　☎73－3150

　

自
分
た
ち
の
手
で
思
い
出
に
残
る
成

人
式
を
企
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

昨
年
の
成
人
式
で
は
、
抽
選
会
や
ハ
ー

モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
キ
テ
ィ
ー
ち
ゃ
ん
を

招
い
て
撮
影
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

■
申
込
期
限　

６
月
25
日
（
金
）　

　

そ
の
後
も
随
時
募
集
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

　

 

成
人
式
実
行
委
員
会
（
生
涯
学
習

課
）
☎ 

73
‐
３
１
５
６

自
分
た
ち
で
成
人
式
を
企
画
し
て

み
ま
せ
ん
か

成
人
式
実
行
委
員
を

募
集
し
ま
す

昨年の成人式の様子

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



調
査
項
目

　

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
次
の
20
項
目

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

■
世
帯
員
一
人
一
人
に
関
す
る
項
目

　

 

氏
名
／
性
別
／
生
年
月
日
／
世
帯
主

と
の
続
柄
／
配
偶
者
の
有
無
／
国
籍

／
現
在
居
住
地
に
お
け
る
居
住
期
間

／
５
年
前
の
住
所
地
／
在
学
、
卒
業

等
教
育
の
状
況
／
就
業
状
況
／
所
属

の
事
業
所
の
名
所
及
び
事
業
内
容
／

仕
事
の
内
容
／
従
業
上
の
地
位
／
従

業
地
又
は
通
学
地
／
従
業
地
又
は
通

学
地
ま
で
の
交
通
手
段

■
世
帯
に
関
す
る
項
目

　

 

世
帯
の
種
類
／
世
帯
員
の
数
／
住
居

の
種
類
／
住
宅
の
建
て
方
／
住
宅
の

床
面
積

　
「
国
勢
調
査
」や
、そ
の
ほ
か

国
が
行
う
統
計
調
査
の
調
査

員
を
募
集
し
ま
す

■
登
録
要
件

　

 　

原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
日
出
町

民
で
、
守
秘
義
務
を
守
れ
る
方
。

■
申
込
方
法

　

 　

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
総
務
課
広

報
広
聴
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

６
月
18
日
（
金
）

■
業
務
内
容

　

 　

調
査
対
象
の
世
帯
・
事
業
所
な
ど

に
調
査
票
を
配
布
・
回
収
し
ま
す
。

■
報
酬

　

 　

１
調
査
あ
た
り
約
３
〜
５
万
円
程

度
（
調
査
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

　

 　

調
査
員
業
務
は
年
間
を
通
じ
て
従

事
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
定
期

的
な
収
入
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　

 　

な
お
、
統
計
調
査
は
年
間
２
〜
４

回
ほ
ど
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
予
定
の
統
計
調
査

○
国
勢
調
査
（
９
月
〜
10
月
）

○
工
業
統
計
調
査
（
12
月
〜
１
月
）

＊ 

す
べ
て
の
調
査
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

本
年
10
月
に
、国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す 

③

あ
わ
せ
て
、調
査
員
を
募
集
し
ま
す

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
問
合
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係　

　

☎
73
‐
３
１
５
０

　

本
年
10
月
に「
国
勢
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。国
勢
調
査
は
、日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
や
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、

国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

調
査
は
国
勢
調
査
員
が
調
査
票
を
世
帯
ご
と
に
配
布
し
、
調
査
員
ま
た
は
町

に
直
接
調
査
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
勢
調
査
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



平成２２年度の区長が決まりました
　

４
月
26
日
、役
場
で
日
出
町
区

長
会
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、役
員
の
改
選
が
行

わ
れ
、
新
た
に
区
長
会
長
に
土

井
功
さ
ん（
豊
岡
本
町
）が
就
任

し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
退
任
区
長
感

謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
退
任

さ
れ
た
20
人
の
区
長
を
代
表
し

て
、工
藤
正
勝
前
区
長
会
長（
大

神
中
央
）と
糸
長
正
義
さ
ん（
今

畑
）に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

区長会総会の様子

区名 氏名

南
端
地
区

目 刈 吉 野　 八 蔵

高 平 是 永　 久 美

薄 尾 菅 原　 俊 治

今 畑 髙 橋　 圀 隆

柏 川 田 住　 常 夫

豊
岡
地
区

太 田 吉 良　　 權

是 城 廣瀬　紀久夫

長 野 今 村　 昭 治

法 花 寺 児 玉　 壽 雄

上 の 原 阿 部　 陽 一

宮 の 下 小深田　　繁

中 の ニ 新 川　 年 洋

中 の 三 一 宮　 敬 司

影 の 木 中 島　　 清

西 の 一 角 田　　 武

西 の ニ 亀 井　　 進

西 の 三 本 田　 哲 明

西 江藤　晟太郎

新 町 尾倉　俊一郎

仲 町 髙 野　 昭 二

本 町 土 井　　 功

小 浦 安 部　 芳 徳

影 平 松本　喜久男

辻間団地東 岩 本　 隆 治

辻間団地西 中 野　 成 男

辻間団地南 河 村　 庄 一

辻間団地北 安 藤　　 覺

区名 氏名

日
出
地
区

南 浜 石 和　 正 吉

北 浜 川 野　 武 城

若 宮 金 丸　 宥 韶

下 町 長 野　 元 紀

本 町 德 永　 尚 正

中 央 堤　　　 公

八 日 市 沼 田　 辰 治

西 八 日 市 目 代　 憲 夫

佐 尾 三重野　　博

上 仁 王 酒 井　 孝 光

東 仁 王 淺 野　 三 郎

堀 浅 田　 典 雄

内 堀 小 田　 和 彦

日 出 団 地 小嶋　俊一郎

藤
原
地
区

東 部 鶴 田　 正 昭

南 部 幸　　 隆 信

西 部 吉 野　 光 政

中 部 利光　泰一郎

一 北 原 野　 健 吉

赤 松 工 藤　 成 喜

自 然 郷 吉 田　 壽 樹

川
崎
地
区

宗 行 酒 井　 壮 六

則 次 竹 光　 安 美

辻 の 尾 河 村　 公 司

成 行 安 部　 順 治

千 騎 廣 瀬　 幸 太

大 峯 笠 置　 英 機

区名 氏名

川
崎
地
区

平 原 阿 部　 幸 義

東 小 深 江 笠 置　 正 幸

西 小 深 江 楢 迫　 信 雄

内 野 手 嶋　 玉 夫

青 津 山 德 丸　 末 昭

大
神
地
区

北 大 神 小 石　 清 美

南 大 神 堀 質

後 村 辻 本　 正 雄

中 村 堀　　 伸 幸

中 央 阿 部　　 隆

三 尺 山 菅　　 博 孝

上 深 江 佐 藤　 壽 一

高 尾 河 野　 和 成

日 比 の 浦 藤 川　　 律

港 岩 尾　 龍 二

牧 の 内 香 野　 武 道

軒 の 井 平 田　 光 昭

原 山 松 本　　 宏

片 原 津 工 藤　 敏 明

照 川 河 野　 久 男

真 那 井 八 坂　　 壮

八 代 宇都宮　善三

小 出 原 水 浦　 節 子

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



経塚山の山頂で、ミヤマキリシマを鑑賞する参加者

七ツ石山からの景色は絶景

清掃しながらハイキングするキャノンの社員

　

５
月
16
日
、
「
経
塚
山
と
七
ツ

石
山
新
緑
ハ
イ
キ
ン
グ
」
（
片
道

４
・
５
km
）
が
行
わ
れ
、
町
内
外

か
ら
お
よ
そ
１
６
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

豊
岡
地
区
公
民
館
を
ス
タ
ー

ト
。
途
中
、
山
田
湧
水
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
布
教
の
た

め
大
分
を
訪
れ
た
と
き
に
通
っ
た

と
さ
れ
る
道
を
通
り
、
別
府
湾
を

一
望
で
き
る
七
ツ
石
山
に
登
り
眺

経
塚
山
と
七
ツ
石
山
新
緑
ハ
イ
キ
ン
グ

眺
望
を
楽
し
み
な
が
ら

望
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の

群
生
地
で
あ
る
経
塚
山
に
登
り
、

美
し
く
咲
い
た
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

を
鑑
賞
し
な
が
ら
昼
食
を
楽
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
大
分
キ
ャ
ノ
ン
マ
テ
リ

ア
ル
の
社
員
お
よ
そ
60
人
が
、
地

域
貢
献
活
動
の
一
環
で
、
空
き
缶

や
ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
ハ
イ
キ

ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。



大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
日
出
町
選
手
団
結
団
式

心
を
一
つ
に
し
て
、
試
合
に
臨
む

　

５
月
19
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、「
大
分
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
・
日
出
町
選
手
団
結

団
式
」
が
行
わ
れ
、
選
手
ら
お
よ
そ
30

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
工
藤
町
長
が
矢
野
光み

つ

男お

選
手
団
団
長
に
団
旗
を
手
渡
す

と
、
矢
野
団
長
が
、
「
選
手
の
心
を

一
つ
に
し
て
試
合
に
臨
み
、
好
成

績
を
残
し
、
日
出
町
を
ピ
ー
ア
ー

ル
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
工
藤
町
長
、
上
野
町

議
会
議
員
が
、
「
ベ
ス
ト
な
状
態

で
大
会
に
臨
み
、
良
い
成
績
を
残

し
て
く
だ
さ
い
。
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
の
こ
と
ば
を

述
べ
、
陸
上
競
技
で
出
場
す
る
松

木
康や

す

し司
さ
ん
が
「
日
ご
ろ
の
練
習

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
選
手

一
丸
と
な
っ
て
大
会
に
臨
み
ま

す
」
と
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
５
月
22
日
・
23
日

の
２
日
間
、
大
分
市
で
行
わ
れ
、

卓
球
や
陸
上
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
、
水
泳
な
ど
の
競
技
に
参
加

し
ま
し
た
。

選手宣誓をする松木さん

大会に出場する選手たち

大
分
県
消
防
操
法
大
会

大
会
へ
向
け
練
習
始
ま
る

　

日
出
町
消
防
団
第
２
分
団
第
２

部
（
上
野
英ひ

で

し志
部
長
・
大
神
）
が

８
月
22
日
に
行
わ
れ
る
大
分
県

消
防
操
法
大
会
に
向
け
て
、
５
月

15
日
か
ら
週
に
３
回
、
消
防
署
で

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
部
は
、
昨
年
８
月
に
行
わ
れ

た
、
日
出
町
消
防
団
小
型
ポ
ン
プ

操
法
大
会
で
優
勝
し
、
日
出
町
の

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

出
場
者
は
指
揮
者
・
村
田
健つ

よ
し

さ

ん
を
含
め
４
人
。
大
会
で
は
消
火

活
動
の
正
確
さ
と
迅
速
さ
を
競
い

ま
す
。

操法の練習をする選手

ビデオの上映会を開催
　「日出町出会おう会」が娯楽映画の上
映会を開催します。「日出町出会おう会」
は、日出町社会福祉協議会主催の「シニ
ア世代の活躍セミナー」に参加した有志
が、地域でのコミュニティをつくるため
に、出会いやふれあいの場を創ろうと活

動を始めた会です。

●上映日　6月11日（金）13時30分～
●ところ　川崎ふれあいセンター
●費　用　お茶代として100円
●問合先　73－1282（丸山）

まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
総務課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



６月６日(日) 日出児玉病院 72－2724
　　13日(日) 江本眼科 28－1700
　　20日(日) 島田内科クリニック 28－0280
　　27日(日) すずらんクリニック 73－2151
７月４日(日) 松本整形外科クリニック 73－2775
　　11日(日) さくら医院 28－0777
　　18日(日) 金田耳鼻咽喉科 28－0810
　　19日(月) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077
　　25日(日) 吉岡内科医院 73－2787

●休日当番医
※診療時間  ９：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

法
改
正
に
よ
り「
子
ど
も
手

当
」が
新
た
に
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
方
へ

　

新
た
に
「
子
ど
も
手
当
」
を
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
、
子
ど
も
手

当
受
給
の
た
め
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
公
務
員
は
職
場
で
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
が
遅
れ
る
と

　
 　

申
請
が
９
月
30
日
（
木
）
を
過
ぎ

る
と
、
４
月
分
ま
で
遡
っ
て
「
子
ど

も
手
当
」
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

 　

な
お
、
こ
の
場
合
に
は
申
請
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
に
な
り
ま
す
。

■
対
象
者　

○ 

平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
。

○ 

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
給
で
き
な
か
っ
た
保
護
者
。

■
振
込
日　

６
月
11
日
（
金
）

　

 　

今
回
の
振
込
み
は
、
４
・
５
月
分

の
「
子
ど
も
手
当
」
に
な
り
ま
す
。

　

 　

た
だ
し
、
５
月
19
日
以
降
に
子
ど

も
手
当
受
給
の
た
め
の
申
請
を
し
た

方
に
つ
い
て
は
、
振
込
日
が
遅
れ
ま

す
。

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

「
子
ど
も
手
当
現
況
届
」

　
「
子
ど
も
手
当
」を
受
給
さ
れ
る
方
は
、

毎
年
６
月
に「
子
ど
も
手
当
現
況
届
」を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

受
給
者
に
は
、
５
月
末
に
現
況
届
の

案
内
を
個
別
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
け
出
は
、「
子
ど
も
手
当
」
を

引
き
続
き
受
給
で
き
る
要
件
に
該
当
す

る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続

き
で
す
。

＊ 

提
出
が
な
い
場
合
は
、６
月
か
ら
の

「
子
ど
も
手
当
」の
支
給
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

＊ 『
法
改
正
に
よ
り「
子
ど
も
手
当
」が

新
た
に
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

方
』に
該
当
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、

現
況
届
の
提
出
は
不
要
で
す
。

■
振
込
日　

６
月
11
日
（
金
）

　

 　

今
回
の
振
り
込
み
は
、「
児
童
手
当

２
・
３
月
分
」と「
子
ど
も
手
当
４
・
５

月
分
」の
合
計
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先　

　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
73
‐
３
１
２
１

　予防接種を受ける際には、原則保
護者の同伴が必要です。

保護者が同伴できない場合

● 　保護者以外の方が同伴する場合
は、お子さんの健康状態のよく分
かる方が、保護者からの委任状を
もって、接種に行ってください。

　 　委任状は、福祉対策課か町内の
予防接種実施医療機関に備え付け
ています。

　
● 　中学１年生と高校３年生に相当
する年齢の方が、麻しん風しんの
定期予防接種を受ける場合には、
保護者の同意書と記入した予診票
をもって行ってください。

問合先　福祉対策課子育て支援係
　　　　☎７３－３１２１

子どもの予防接種を
受ける際の注意！

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



児童館へおいで！

さざんか児童館 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動
　 ６月の活動　　○ひよこグループ（0、1歳
児）8・15・22日　○ぱんだグループ（3～ 5
歳児）9・16・23日　○うさぎグループ（2歳）
10・17・24日

■赤ちゃん広場（0歳児）200円
　とき　11日（金）10時 30分～

■絵本の読み聞かせ
　とき　12日（土）10時 30分～

■集まれ！ちびっこ
　とき　25日（金）10時 30分～
　ところ　豊岡地区公民館

日出町地域子育て支援センター
 ☎２８―１２１２

■子育て広場（乳幼児）
　とき　月～金　9時～ 16時

■子育て相談（乳幼児）
　とき　月～金　9時～ 16時

■出張子育て広場（0歳～就学前まで）
　とき　18日（金）10時～ 12時

■赤ちゃん広場（0歳～）
　とき　4・9・17・23日 10時～ 12時

日出町児童館 ☎７２―０３２３

■スポーツチャンバラ（年長児～小学生）
　とき　12日（土）13時 30分～ 15時 30分

■たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　とき　18日（金）11時 15分～ 11時 45分

■集団積み木遊び（小学生低学年）要申込
　とき　23日（水）15時～ 16時 30分

■親子で楽しい３Ｂ体操（３～５歳児）要申込
　とき　25日（金）11時～ 12時

歯
の
な
ん
で
も
相
談
室　

歯
や
口

の
こ
と
で

気
に
な
っ

て
い
る
こ

と

は

あ

り
ま
せ
ん

か
？

　
「
歯
の

な
ん
で
も

相
談
」
で
は
地
域
の
歯
医
者
さ
ん
が
無

料
で
歯
の
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布
な
ど
を

し
て
く
れ
ま
す
。　

　

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
家
族
で
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

　

６
月
６
日
（
日
）
10
時
〜
14
時

■
と
こ
ろ　

杵
築
市
文
化
体
育
館

■
内
容　

歯
の
健
診
、
フ
ッ
素
塗
布
、

　

歯
磨
き
の
指
導

■
問
合
先　

　

河
野
歯
科
医
院
☎
73
‐
１
１
８
２

６
月
は
食
育
月
間

　

６
月
は
食
育
月
間
で
す
。
ま
た
毎
月

19
日
は
食
育
の
日
で
す
。

　
「
食
育
」
と
は
、「
食
」
を
通
じ
て
学

ぶ
こ
と
で
す
。
子
ど
も
も
大
人
も
「
食
」

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

す
る
こ
と
も
、
食
材
の
旬
や
お
い
し
い

食
べ
方
、
流
通
を
知
る
こ
と
も
食
育
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
ず
は
家
庭
か
ら
食
育
に
取
り
組
ん

で
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
て
料
理
を
す
る

こ
と
も
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

食
育
レ
シ
ピ
「
地
産
地
消
」

【
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
め
し
４
人
分
】

■ 

材
料　

ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
50
ｇ
、
米

２
．
５
合
、
お
ろ
し
生
姜
５
ｇ
、
油

少
々
、
薄
口
し

ょ
う
ゆ
大
さ

じ
１
．
５
、
酒

大
さ
じ
１

■
作
り
方　

①

米

を

炊

く
。
②
フ
ラ

イ
パ
ン
に
油

　

 

を
ひ
き
、
お
ろ
し
生
姜
と
ち
り
め
ん

じ
ゃ
こ
を
入
れ
て
炒
め
、
し
ょ
う
ゆ
・

酒
で
調
味
を
す
る
。
③
炊
き
た
て
の

ご
は
ん
に
②
を
混
ぜ
込
む
。

＊ 

お
好
み
で
お
ろ
し
に
ん
に
く
を
生
姜

と
一
緒
に
炒
め
る
と
お
い
し
い
で
す

よ
！

昨年の様子

ちりめんじゃこめし



町
民
皆
さ
ん
の
協
力
で
道
路
改
良
が
進
む

　

上
仁
王
公
園
線
で
70
ｍ
ほ
ど
の
区
間
が
狭

く
て
通
れ
な
い
、地
区
の
方
が
土
地
の
提
供

を
す
る
の
で
拡
幅
で
き
な
い
か
と
相
談
を

受
け
ま
し
た
。早
速
、平
成
19
年
度
に
予
算
化

し
、測
量
、分
筆
、設
計
、工
事
、併
せ
て
下
水

道
工
事
を
行
い
、現
在
既
に
開
通
し
、上
仁
王

公
園
の
利
用
が
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
道
の
整
備
の
あ
と
藤
原
の
町
道
陣
ノ

辻
線
に
つ
い
て
、藤
原
一
北
公
民
館
で
の
地

区
集
会
で
改
良
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。そ

れ
は
、国
道
10
号
線
ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
手

前
か
ら
進
入
す
る
町
道
陣
ノ
辻
線
は
入
っ
て

す
ぐ
に
カ
ー
ブ
で
見
通
し
も
悪
く
、樹
木
も

茂
り
危
険
だ
と
の
ご
指
摘
。

　

そ
こ
で
、所
有
者
の
方
に
土
地
提
供
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
快
く
了
承
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。す
ぐ
に
工
事
経
費
を
予
算
化
す
る

中
で
、測
量
、分
筆
な
ど
の
手
続
き
を
済
ま
せ

工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。地
区
の

方
々
も
総
出
で
雑
木
の
刈
り
込
み
に
参
加
す

る
な
ど
大
変
な
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
で
は
周
辺
が
明
る
く
な
り
、見
通
し
も
良

く
、安
全
な
道
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
道
大
神
瀬
ノ
上
線―

通
学
路
に
も
な
っ

て
い
る
町
道
が
雨
水
で
土
砂
を
流
し
、何
と

か
排
水
路
の
設
置
が
で
き
な
い
か
と
の
地
区

か
ら
の
要
望
。出
か
け
て
み
る
と
、確
か
に
傾

斜
の
あ
る
道
で
か
な
り
ひ
ど
い
状
態
、す
ぐ

に
も
側
溝
を
設
置
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
狭
い
道
幅
に
こ
の
ま
ま
排
水
路
を

設
置
し
て
も
依
然
と
し
て
狭
い
道
。そ
こ
で

隣
接
の
家
を
訪
ね
て
、拡
幅
の
協
力
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
、必
要
な
土
地
は
全
て
提
供

し
協
力
し
ま
す
と
の
こ
と
。程
な
く
し
て
関

係
者
の
承
諾
書
類
の
提
出
が
あ
り
、す
ぐ
に

測
量
に
入
り
、平
成
21
年
度
か
ら
幅
員
５
ｍ
、

全
長
２
６
０
ｍ
の
区
間
で
工
事
に
着
手
し
、

年
度
末
ま
で
に
２
０
０
ｍ
区
間
の
工
事
を
済

ま
せ
、更
に
今
年
度
は
早
速
５
月
に
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
の
で
間
も
な
く
完
了
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

豊
岡
の
鳴
川
今
井
線
は
救
急
車
、一
般
車

の
利
用
も
困
難
、用
地
は
地
区
に
お
い
て
無

償
で
提
供
す
る
の
で
、３
０
０
ｍ
区
間
を
拡

幅
、改
良
し
て
ほ
し
い
と
の
地
区
内
区
長
さ

ん
連
名
で
の
要
望
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。地

区
皆
さ
ん
の
熱
意
、協
力
を
得
て
早
速
測
量

な
ど
に
入
り
、平
成
21
年
度
中
に
は
、あ
ら
工

事
を
行
な
う
事
が
で
き
ま
し
た
。今
年
度
中

に
は
水
道
、下
水
、舗
装
工
事
を
行
な
い
、早

い
う
ち
で
の
完
成
を
期
し
ま
す
。道
路
工
事

の
着
手
後
、周
辺
地
域
で
数
戸
の
住
宅
建
築

が
始
ま
っ
て
お
り
、今
後
の
発
展
が
楽
し
み

で
す
。

　

川
崎
運
動
公
園
は
、銀
行
か
ら
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
購
入
後
、進
入
路
の
拡
幅
、駐
車
場
の
整

備
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
等
が
終
わ
り
、現

在
で
は
野
球
場
等
と
し
て
利
用
に
供
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
こ
で
も
地
権
者
の
協
力
に
よ
り
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
間
の
連
絡
道
を
拡
幅
し
整
備
し

ま
し
た
の
で
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
公
園
内
を
横
断
す
る
大
峯
平
原
線
は

幅
員
が
狭
く
離
合
な
ど
に
不
便
で
し
た
が
、

こ
こ
で
も
区
長
さ
ん
や
関
係
者
の
永
年
の
尽

力
で
地
権
者
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、２
８

０
ｍ
区
間
を
幅
員
５
ｍ
で
工
事
に
着
手
し
整

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

赤
山
交
差
点
に
信
号
機
が
完
成

　

佐
尾
地
区
か
ら
豊
岡
辻
間
団
地
に
向
か
う

須
崎
新
田
線
・
赤
山
交
差
点
の
改
良
と
信
号

機
の
設
置
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
通
学
路
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、場
所
が
ら
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
が
多
く
、

早
く
か
ら
危
険
が
指
摘
さ
れ
、地
区
懇
談
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
合
等
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
話

題
に
な
り
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
も
早
く
か
ら
予
算
化
し
て
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、地
権
者
や
水
利

関
係
者
と
の
調
整
に
手
間
取
り
、予
算
繰
越

し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。途
中
で

押
し
ボ
タ
ン
式
簡
易
信
号
機
設
置
の
提
案
も

あ
り
ま
し
た
が
、町
と
し
て
は
重
要
な
交
差

点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、県
公
安
委
員
会
に
は

正
規
な
機
能
を
も
つ
信
号
機
の
設
置
を
求
め

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
、交
差
点
の
拡
幅
改
良
工
事
は

計
画
ど
お
り
立
派
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

大
神
回
天
基
地
顕
彰
会
が
発
足

　

戦
争
末
期
の
昭
和
20
年
４
月
、大
神
深
江

地
区
の
地
形
を
活
か
し
て
大
神
特
別
攻
撃
隊

訓
練
基
地
・
兵
員
２
０
０
０
名
の
基
地
が
開

設
さ
れ
、20
歳
前
後
の
若
い
隊
員
が
人
間
魚

雷「
回
天
」の
搭
乗
員
と
し
て
厳
し
い
訓
練
の

日
々
を
重
ね
ま
し
た
。

　

戦
後
65
年
を
経
過
し
た
今
日
、戦
争
の
悲

劇
を
忘
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、大
神
訓

練
基
地
跡
に
は「
回
天
格
納
壕
」、「
魚
雷
調
整

槽
」、「
発
電
所
跡
」を
は
じ
め
多
く
の
基
地
関

連
施
設
跡
が
当
時
の
名
残
り
を
留
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、戦
争
遺
跡
を
将
来
に
亘
っ
て

整
備
保
存
し
、後
世
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
大
神
回
天
基
地
顕
彰
会
が
発
足
し
ま
し

た
。

　

保
存
会
の
事
業
は
人
間
魚
雷「
回
天
」の
実

物
模
型
の
制
作
・
展
示
、基
地
関
連
施
設
跡
の

整
備
保
存
と
な
っ
て
お
り
、事
業
実
施
に
必

要
な
募
金
活
動
等
を
行
な
う
と
な
っ
て
い
ま

す
。町
で
は
こ
れ
ま
で
回
天
大
神
基
地
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、映
像
化
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
作
成
を
行
い
、基
地
の
顕
彰
を
行
な
っ
て

き
ま
し
た
。顕
彰
会
の
事
業
の
成
果
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

当
時
基
地
内
に
あ
っ
た
回
天
神
社
は
終
戦

の
た
め
隊
外
に
移
設
さ
れ
、そ
の
後
作
戦
に

散
っ
た
全
国
１
０
７
３
柱
の
霊
も
合
祀
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
時
の
関
係
者
に
よ
っ
て
大
神
回
天
会
が

組
織
さ
れ
、３
年
ご
と
に
総
会
並
び
に
大
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。来
年
４
月
は
総
会
と
大

祭
が
開
か
れ
る
年
に
あ
た
り
ま
す
が
、関
係

者
は
既
に
80
代
半
ば
、全
国
か
ら
の
参
加
者

は
一
体
何
人
程
に
な
る
か
。そ
れ
だ
け
に
地

元
の
人
た
ち
に
対
す
る
今
後
の
期
待
も
大
な

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
42

日
出
町
長

工
藤　

義
見



　

５
月
８
日
・
９
日
に
行
わ
れ
た
城
下
か
れ
い
祭
り

で
は
、晴
天
に
も
恵
ま
れ
２
日
間
で
お
よ
そ
４
万
６

千
人
の
方
が
お
と
ず
れ
、会
場
は
賑
わ
い
ま
し
た
。

第
25
回
城
下
か
れ
い
祭
り



募 

集

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼ 

出
願
期
間　

６
月
１
日
〜
８
月

31
日

▼ 

問
合
先　

放
送
大
学
大
分
学
習

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
９

‐
６
６
１
２

「
竹
林
楽
校
」受
講
生
募
集

　

地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再
生

し
、有
効
活
用
し
た
い
と
い
う
方

を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

募
集
人
員　

30
人（
申
込
多
数
の

場
合
は
選
考
し
ま
す
）

▼ 

と
き　

７
月
か
ら
３
月
ま
で
の

計
６
回

▼
募
集
締
切　

６
月
30
日（
水
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
東
部
振
興
局

☎
０
９
７
８
‐
７
２
‐
０
１
５
６

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

▼ 

対
象　

幼
稚
園
年
長
〜
小
学
校

５
年
生
の
男
女
／
成
人
指
導
者

18
歳
以
上
の
男
女

▼ 

説
明
会
日
程　

７
月
11
日（
日
）

10
時
〜

▼ 

説
明
会
場
所　

大
分
県
社
会
教

育
セ
ン
タ
ー（
別
府
市
山
の
手
）

▼ 

問
合
先　

別
府
第
９
団
連
絡
所

☎
72
‐
６
９
７
１

試 
験

大
分
県
調
理
師
試
験

▼
と
き　

８
月
10
日（
火
）

▼
と
こ
ろ　

別
府
大
学

▼ 

受
付
期
間　

６
月
14
日
（
月
）

〜
18
日
（
金
）

▼ 

問
合
先　

東
部
保
健
所
☎
67
‐

２
５
１
１

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

▼ 

と
き　

７
月
25
日
（
日
）
９

時
30
分
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
教
育
会
館

▼
講
習
種
別　

１
・
４
・
６
類

▼ 

受
付
期
間　

６
月
21
日
（
月
）

〜
７
月
16
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

（
財
）
大
分

県
消
防
設
備
安
全
協
会
☎
０
９

７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

消
防
設
備
士
試
験

▼
と
き　

９
月
５
日（
日
）10
時

▼
と
こ
ろ　

日
本
文
理
大
学

▼ 

受
付
期
間　

書
面
申
請
７
月
５

定 期 相 談
●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第1火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第2火曜日　10時～15時

　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　6月15日火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談
　 相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり障が

い者生活支援センター　☎ 72－ 2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談
　 相談先　日出町地域包括支援センター（健康

増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　　福祉対策課　☎73－3121　

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　

　☎0978－62－2271

●法律相談　（予約が必要）
　ところ　日出町保健福祉センター　相談室

　と　き　毎月第２・４火曜日（祭日の場合は休み）

　　　　　13時30分～16時30分

　費　用　３０分につき5,000円

　申　込・問合先　大分県弁護士会

　☎097－536－1458

＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では毎月第

2・3・4木曜日に開催しています。

まちの掲示板



日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）
／
電

子
申
請
７
月
２
日
（
金
）
〜
13

日
（
火
）

▼ 

願
書
提
出
・
問
合
先 

（
財
）消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７

‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

講 

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

有
料
託
児
あ
り
ま
す
（
会
員
制
も

有
）

【
エ
レ
メ
ン
ト
応
用
講
座
】

○ 

と
き　

７
月
６
・
13
・
20
・
27

日
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
ワ
ー
ド
応
用
講
座
】

○ 
と
き　

７
月
１
・
８
・
15
・
22

日
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

日
出
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
お
役
立
ち
講
座
】

○ 

と
き　

７
月
２
・
９
・
16
・
23

日
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，８
０
０
円

▼
募
集
期
限　

６
月
18
日（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証　

更
新
・
失
効
講
習
案
内

▼
と
き　

６
月
26
日（
土
）14
時

▼ 

と
こ
ろ　

く
に
さ
き
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー

▼ 
対
象　

有
効
期
限
が
１
年
以
内

に
切
れ
る
免
許
証
及
び
失
効
し

て
い
る
免
許
証
を
お
持
ち
の
人

▼ 

申
込
・
問
合
先　

入
枝
海
事
事

務
所
☎
０
９
９
‐
２
８
１
‐
７

７
５
３

精
神
保
健（
う
つ
病
）家
族
教
室

　

う
つ
病
治
療
中
の
方
の
ご
家
族

を
対
象
に
、家
族
教
室
を
開
催
し

ま
す
。参
加
費
無
料
。定
員
40
名
。

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
と
き　

○ 

６
月
９
日
（
水
）
13
時
30
分
〜

16
時
【
う
つ
病
の
知
識
や
家
族

の
現
状
に
つ
い
て
】

○ 

７
月
14
日
（
水
）
13
時
30
分

　

 

〜
16
時
【
家
族
の
心
の
健
康
に

つ
い
て
と
体
験
発
表
】

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

問
合
先　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

統
合
失
調
症
の
方
の
暮
ら
し
応

援
セ
ミ
ナ
ー

　

地
域
生
活
に
必
要
な
情
報
及
び

学
習
の
場
を
提
供
し
、社
会
復
帰

を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

▼ 

と
き　

（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）
７

月
７
日
（
水
）
21
日
（
水
）
・
８

月
４
日
（
水
）
18
日
（
水
）

▼
時
間　
　

13
時
30
分
〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象
者　

統
合
失
調
症
で
治
療

中
の
方

▼
申
込
期
限　

６
月
11
日（
金
）

▼ 
問
合
先　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

０
９
７
‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

今年4月より、上記の新体系事業へ移行いたしました。

社会福祉法人みのり村 日出部

①第１みのり学園
■障がい児施設
■ショートステイ事業

①
②

③
③みのりスマイル
■就労継続支援事業
■就労移行支援事業

②第２みのり学園・白百合園
■生活介護事業
■入所支援事業
■生活訓練事業
■ショートステイ事業
■グループホーム

■みのり障がい者生活支援センター
電話０９７７－７２－２８１８ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科



学
校
☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２

０
４
７

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１

０
番
」相
談
強
化
週
間

　

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
、
体
罰
、

児
童
虐
待
、
児
童
売
春
な
ど
、
子

ど
も
に
関
す
る
人
権
問
題
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼ 

と
き　

６
月
28
日
（
月
）
〜

　

７
月
４
日
（
日
）

○
平
日　

８
時
30
分
〜
19
時

○
土
日　

10
時
〜
17
時

▼ 

電
話
番
号　

☎
０
１
２
０
‐
０

０
７
‐
１
１
０

＊ 

強
化
週
間
以
外
で
も
、平
日
８

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
法
務
局

　

 

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６

８そ
の
他

大
分
県
IT
お
助
け
隊
！

　

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。

○ 

県
職
員
が
中
心
と
な
っ
た
チ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
！

就
業
支
援
地
域
巡
回
相
談
会

　　

あ
な
た
や
お
子
さ
ん
の
就
職
活

動
を
応
援
し
ま
す
。

▼ 

と
き　

６
月
22
日（
火
）10
時
〜

16
時

▼
と
こ
ろ　

き
つ
き
生
涯
学
習
館

▼
対
象
者　

○ 

母
子
・
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
。

○
母
子
・
父
子
家
庭
の
子
。

○
寡
婦
。

＊
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
。（
要
予
約
）

▼
費
用　

無
料

▼ 

申
込
先　

日
出
町
福
祉
対
策
課

子
育
て
支
援
係
☎
73
‐
３
１

２
１

▼ 

問
合
先　

大
分
県
こ
ど
も
子
育

て
支
援
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６

‐
２
７
０
４

聞
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相
談
会

　

大
分
県
立
聾
学
校
で
は
、聞
こ

え
や
こ
と
ば
が
気
に
な
る
お
子
さ

ん
に
つ
い
て
の
巡
回
教
育
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。個
別
相
談
。相
談

無
料
。秘
密
厳
守
。お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼ 

と
き　

８
月
30
日（
月
）９
時
30

分
〜
15
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
市
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー

▼
相
談
対
象　

０
歳
か
ら
18
歳

▼
申
込
締
切　

８
月
９
日（
月
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
立
聾

相 

談

無
料
行
政
相
談
会

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い

る
皆
さ
ま
の
相
談
窓
口
の
1
つ

と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

▼ 

と
き　

６
月
16
日
（
水
）
13
時

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
行
政
書
士
会

▼ 

相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後
見

相
談
・
不
動
産
関
連
・
内
容
証

明
・
各
種
許
認
可
申
請
な
ど

▼ 

問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８

９

■ 対象試合　ヴァンフォーレ甲
府戦　7月 18日（日）18時～

■対象者　大分県民
＊応募者多数の場合は抽選。

■ 申込方法　希望者全員の住
所・氏名・電話番号、年齢（小・
中・高校生は学年）を記入した
往復ハガキを郵送してくださ
い。
＊ １枚のハガキに５名まで連記
可能。未就学児は応募不要。
＊  返信用ハガキの宛先に代表者
の住所・氏名を記入。

■締切　6月 30日（水）
■ 申込先　〒870‐0126　大分市
大字横尾1629番地　大分県民Ｄ
ＡＹ招待事業係

■ 問合先　大分県文化スポーツ
振興課☎０９７‐５０６‐２
　０５６

大分県民ＤＡＹ！大分ト
リニータホームゲーム無
料招待

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

まちの掲示板



ム
で
訪
問
し
ま
す
。

○ 
お
悩
み
を
整
理
し
て
、解
決
に

向
け
て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

○ 

県
内
の
中
小
企
業
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
利
用
に

な
れ
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
商
工
労
働
部

情
報
政
策
課
☎
０
９
７
‐
５
０

６
‐
２
０
６
２

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
分
県
大
会

（
大
分
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会
）

　

障
が
い
者
が
労
働
者
と
し
て
社

会
に
参
加
す
る
自
信
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、職
業
能
力
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、雇
用
の
促

進
と
地
位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼ 

と
き　

８
月
１
日
（
日
）
９
時

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ホ
ン
ダ
太
陽

▼
競
技
種
目（
定
員
）

　

 

ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ（
10
人
）

／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
10
人
）
／

電
子
回
路
接
続
（
５
人
）
／
機

械
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
５
人
）
／
喫
茶
サ

ー
ビ
ス
（
10
人
・
知
的
障
が
い

者
に
限
る
）

▼ 

対
象
者　

満
15
歳
以
上
の
身

体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
等

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
所
持
者

▼ 

受
付
期
間　

６
月
１
日
（
火
）

〜
７
月
６
日
（
火
）

▼ 

問
合
先　

（
財
）
大
分
県
総
合

雇
用
推
進
協
会
☎
０
９
７
‐
５

３
２
‐
３
１
８
０

求 

人

【
正
社
員
】

●
介
護
職
員
３
人
●
（
障
）
作
業

員
２
人
●
足
場
組
立
・
解
体
補
助

１
人
●
臨
床
検
査
技
師
１
人
●
鉄

金
塗
装
工
１
人
●
電
気
製
品
組
立

製
造
作
業
員
１
人
●
椅
子
の
木
工

作
業
の
専
門
職
１
人
●
電
子
部
品

組
立
工
３
人
●
正
・
准
看
護
師
１

人
●
構
内
作
業
員
２
人
●
重
機
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
２
人
●
大
型
運
転
手

２
人
●
現
場
管
理
３
人
●
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
２
人
●
営
業
８
人
●

理
・
美
容
師
５
人
●
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形
加
工
業
務
の
工
程
管
理
１

人
●
鳩
の
配
達
サ
ー
ビ
ス
・
雑
務

１
人
●
生
花
配
達
及
び
販
売
１
人

●
作
業
療
法
士
１
人
●
マ
シ
ン
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
●
（
障
）
技
術

職
３
人
●
（
障
）
製
造
ス
タ
ッ
フ

１
人
●
（
障
）
事
務
職
４
人
●
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

機
器
組
立
１
人
●
修
理
及
び
販
売

１
人

【
パ
ー
ト
】

●
魚
洗
い
方
１
人
●
レ
ス
ト
ラ

ン
・
宴
会
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
１

人
●
（
派
）
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
１
人

●
正
・
准
看
護
師
１
人
●
理
・
美

容
師
５
人
●
販
売
員
（
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
）
８
人
●
介
護
職

員
４
人
●
接
客
・
調
理
補
助
２
人

●
レ
ジ
担
当
３
人
●
弁
当
の
製
造

及
び
販
売
２
人
●
接
客
・
調
理
３

人
●
惣
菜
調
製
工
１
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23-

８
６
０
９
日
出
町
商
工

観
光
課
☎
73-

３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

野
田　

湧ゆ
う
だ
い大（
裕
章　

太
田
）

宮
崎
瑚こ

太た

郎ろ
う（
秀
行　

太
田
）

羽
田
野
美み

き希（
俊
幸　

是
城
）

安
東　

日ひ

な菜（
寿
実　

中
の
三
）

宇
都
宮　

徠ら
い（
亮　
　

西
の
二
）

瀧
口　

晴は
る
た太（
善
行　

団
地
東
）

野
柴　

颯は
や
と斗（
真
也　

日
出
本
町
）

伊
藤　

美み
れ
い怜（
慎
幸　

日
出
本
町
）

八
坂　

亜あ

み美（
嘉
洋　

西
八
日
市
）

河
野
向ひ

ま

り

日
葵（
智
幸　

上
仁
王
）

志
賀　

茜あ
か
ね音（
正
人　

東
仁
王
）

近
藤　

杏あ
ん　
（
辰
也　

東
仁
王
）

大
本　

彩さ
や
か楓（
靖
二　

日
出
団
地
）

原
田
光み

や

び

優
美（
泰
光　

南
部
）

財
前　

太た
い
ち一（
篤
志　

自
然
郷
）

相
馬　

愛あ
ず
み純（
秀
一　

則
次
）

北
野　

乃の

あ愛（
勝
之　

平
原
）

原　
　

美み
な
み波（
俊
彦　

西
小
深
江
）

永
田　

遥は
る
あ愛（
茂　
　

上
深
江
）

安
達　

凪な
ぎ　
（
美
幸　

牧
の
内
）

菊
地　

泰た
い
が嘉（
友
和　

真
那
井
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

野
河　

榮
治（
58　

西
の
二
）

戸
登　

敬
子（
80　

西
区
）

一
宮　

勝
義（
81　

西
区
）

溝
口　

保
治（
91　

日
出
中
央
）

山
内　

尚
康（
91　

西
八
日
市
）

江
藤
ト
モ
子（
77　

内
堀
）

佐
藤
作
太
郎（
70　

宗
行
）

秋
𠮷
コ
ズ
ヱ（
96　

則
次
）

笠
置　

光
志（
81　

東
小
深
江
）

船
津
ス
ミ
ヱ（
91　

内
野
）

今
宮
マ
ツ
子（
81　

南
大
神
）

利
光　

靜
江（
84　

南
大
神
）

丸
山　

明
人（
64　

牧
の
内
）

＊
４
月
届
出
分（
敬
称
略
）

　この宝くじの収益金は市町村の明るく住みよい
まちづくりに使われます。

■発売期間　7月 7日（水）～ 30日（金）
■問 合 先　大分県市町村振興協会
　　　　　　☎ 097－ 537 － 5602

サマージャンボ宝くじは、

億万長者が132人！
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Ju
n
e

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

人　 口 28,558 （－ 5） － 5
　　　 男 13,652 （－ 13） － 13
　　　 女 14,906 （＋ 8） ＋ 8

世帯数 11,369 （＋ 12） ＋ 12
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（＋ 2）
（－ 15）
（＋ 22）
（－ 4）
（－ 10）
（± 0）

317
7,187
5,822
3,840
5,872
5,520

平成22年5月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

 進
すすむ

　博美さん（26）

藤原南部

日出町から女子プロボーラー誕生

　
「
努
力
し
た
分
、
必
ず
結
果
に

つ
な
が
る
」
と
話
す
進
博
美
さ
ん
。

今
年
行
わ
れ
た
女
子
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
プ
ロ
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
、
見
事

合
格
し
ま
し
た
。

　

進
さ
ん
は
、
中
学
校
３
年
生
の

と
き
、
父
親
の
勤
め
る
ボ
ウ
リ
ン

グ
場
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
出
場

し
、「
飛
び
賞
」で
ボ
ウ
リ
ン
グ
バ
ッ

グ
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
で
徐
々

に
ボ
ウ
リ
ン
グ
へ
の
道
へ
と
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
に
通
う
よ
う
に
な

り
、
同
じ
年
に
開
催
さ
れ
た
県
内
の
中
高
生
大
会

に
出
場
し
、
中
学
生
の
部
で
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
ま
で
の
練
習
が
結
果
に
結
び
つ
い
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
」と
、
努
力
が
報
わ
れ
た
と
い

う
充
実
感
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

高
校
に
入
学
し
て
か
ら
も
、
数
々
の
大
会
で
好

成
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
と
し
て
の
活
動
を
意
識
し
た
の
は
、
平
成

20
年
に
宮
崎
で
開
催
さ
れ
た
、
プ
ロ
・
ア
マ
オ
ー

プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
場
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

部
で
優
勝
し
た
と
き
で
す
。
こ
の
と
き
、
プ
ロ
を

含
め
た
順
位
で
も
上
位
の
方
だ
っ
た
こ
と
が
、
自

信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
、
プ
ロ
と
し
て
の
初
め
て
の
大
会
に

出
場
。「
ア
マ
チ
ュ
ア
の
大
会
と
の
違
い
を
感
じ

た
。
緊
張
し
て
あ
ま
り
良
い
結
果
を
出
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
課
題
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
、
現
在
は
フ
ォ
ー
ム
の
研
究
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　
「
大
会
の
後
に
は
、
必
ず
次
へ
の
目
標
や
課
題

を
も
つ
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
進
さ
ん
。「
大
会

の
結
果
が
良
く
て
も
嬉
し

い
の
は
一
瞬
で
す
。
そ
れ

で
満
足
し
て
し
ま
う
と
次

が
見
え
な
く
な
る
ん
で
す
。

課
題
は
次
に
進
む
た
め
の

原
動
力
に
な
り
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
ボ
ー
ル
選

び
が
と
て
も
重
要
に
な
り

ま
す
。
レ
ー
ン
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
ボ

ー
ル
の
曲
が
り
方
が
違
う
か
ら
で
す
。
大
会
に
は
、

曲
が
り
方
が
違
う
ボ
ー
ル
を
６
個
か
ら
７
個
持
っ

て
い
き
、
限
ら
れ
た
練
習
時
間
の
中
で
、
そ
の
日

の
ボ
ー
ル
を
選
び
ま
す
。

　
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
み
た
い
な
派

手
さ
は
無
い
け
ど
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
な
ど
を
開
き
な
が
ら

ボ
ウ
リ
ン
グ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」。
練
習

で
毎
日
忙
し
い
が
、
楽
し
み
は
、
友
達
と
の
食
事

や
ド
ラ
イ
ブ
を
す
る
こ
と
。
今
の
目
標
は
、「
早
く

１
勝
す
る
こ
と
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　総務課広報広聴係

☎73‐3150　
FAX72‐7294　

これからの活躍を期待しています


